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第
六
回
フ
ー
ド
ス
ト
ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
フ
ェ
ア

第
六
回
フ
ー
ド
ス
ト
ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
フ
ェ
ア

　
「
フ
ー
ド
ス
ト
ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
フ
ェ
ア
」
は
、

日
本
食
糧
新
聞
社
関
西
支
社
が
主
催
、
一
般
社
団
法
人

離
島
振
興
地
方
創
生
協
会
が
共
催
で
行
わ
れ
て
お
り
、

西
日
本
を
代
表
す
る
大
手
小
売
企
業
が
副
主
催
（
運
営

委
員
）
を
務
め
る
注
目
度
の
高
い
展
示
会
で
あ
り
、
今

回
で
六
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
回
の
フ
ェ
ア
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
落
ち

着
き
、
二
日
間
を
通
し
て
約
一
万
五
千
人
が
来
場
し
、

大
い
に
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

本会ブースの様子

　
本
会
ブ
ー
ス
で
は
、
鮮
魚
セ
ッ
ト
、
加
工
品
（
剣
先

い
か
姿
造
り
・
天
然
ぶ
り
切
身
等
）、
乾
物
品
（
煮
干
・

カ
ッ
ト
わ
か
め
等
）
約
二
十
五
品
目
の
展
示
を
行
い
ま

し
た
。
特
に
「
剣
先
い
か
姿
造
り
」
に
関
し
て
は
、
サ

イ
ズ
感
や
価
格
等
聞
か
れ
る
来
場
者
も
多
く
非
常
に
関

心
度
の
高
い
商
品
で
し
た
。

　
ま
た
、
長
崎
県
総
合
水
産
試
験
場
と
共
同
で
開
発
を

進
め
て
い
る
「
天
然
ぶ
り
餃
子
」
の
試
食
を
行
い
、
今

後
の
商
品
化
に
向
け
て
の
来
場
者
の
意
見
を
集
約
し
ま

し
た
。
珍
し
い
商
品
と
い
う
事
も
あ
り
、
と
て
も
関
心

が
高
く
試
食
さ
れ
た
来
場
者
か
ら
は
お
い
し
い
と
の
声

が
多
く
大
変
好
評
で
し
た
。

展示した加工品の様子

　
今
回
の
フ
ェ
ア
に
参
加
し
て
、
鮮
魚
を
は
じ
め
加
工

品
、
乾
物
品
等
の
水
産
物
は
ま
だ
ま
だ
可
能
性
を
秘
め

て
お
り
、
特
に
飲
食
店
や
販
売
店
に
お
け
る
刺
身
商
材

の
需
要
は
今
後
益
々
高
く
な
っ
て
い
く
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
商
品
提
案
を

行
っ
て
い
き
、本
県
水
産
物
の
Ｐ
Ｒ
及
び
、
販
売
強
化

に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。 事

業
推
進
部　
営
業
課

　

さ
る
九
月
六
日
か
ら
七
日
に
か
け
て
、
大
阪
市
に
あ
る
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
に
お
い
て
「
第

六
回
フ
ー
ド
ス
ト
ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
、
本
会
か
ら
は
鮮
魚
や
加
工

品
等
を
展
示
し
出
展
し
ま
し
た
。
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総
務
指
導
部　
指
導
課

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
伴
う
影
響

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
伴
う
影
響

を
乗
り
越
え
る
た
め
の
漁
業
者
支
援
事
業

を
乗
り
越
え
る
た
め
の
漁
業
者
支
援
事
業

経
済
産
業
省
　
令
和
四
年
度
補
正
予
算
額
　
五
百
億
円

経
済
産
業
省
　
令
和
四
年
度
補
正
予
算
額
　
五
百
億
円

��
（
事
業
主
体
：
地
域
水
産
業
再
生
委
員
会
）

（
事
業
主
体
：
地
域
水
産
業
再
生
委
員
会
）

　
今
回
、
長
期
に
亘
る
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出

に
よ
り
、
全
国
の
漁
業
者
か
ら
漁
業
の
将
来
へ
の
不
安

が
増
し
、
事
業
継
続
へ
の
懸
念
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
長
期
に
亘
る
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
海
洋
放

出
の
影
響
を
乗
り
越
え
、
漁
業
者
の
創
意
工
夫
に
よ
っ

て
、
持
続
可
能
な
漁
業
継
続
を
実
現
す
る
た
め
の
取
組

支
援
を
目
的
と
し
た
事
業
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
本
事
業
で
は
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
海
洋
放
出
の
影
響

が
あ
る
漁
業
者
に
対
し
て
、
売
上
向
上
又
は
基
本
コ
ス

ト
削
減
に
よ
り
持
続
可
能
な
漁
業
継
続
を
実
現
す
る
た

め
、
当
該
漁
業
者
が
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
取
り
組
む

次
の
よ
う
な
活
動
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

①　
高
付
加
価
値
化
等
支
援
事
業

補
助
金
額
：
上
限
三
千
万
円

　
新
た
な
魚
種
・
漁
場
の
開
拓
等
に
係
る
漁
具
等
の
必

要
経
費
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
主
な
内
容
と
し
て
、

新
た
な
魚
種
を
漁
獲
す
る
た
め
の
漁
網
・
漁
具
・
機
器

の
導
入
費
用
、
新
た
な
漁
場
を
開
拓
す
る
た
め
の
試
験

操
業
に
係
る
費
用
、
沿
岸
の
小
規
模
漁
業
者
等
が
実
施

す
る
海
浜
清
掃
（
浜
そ
う
じ
）
活
動
等
に
係
る
費
用
の

支
援
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

②　
省
燃
油
活
動
等
支
援
事
業

補
助
金
額
：
原
則
と
し
て
、
地
域
水
産
業
再
生
委
員
会

に
属
す
る
漁
業
者
を
年
間
燃
油
使
用
量
で
区
分
し
、
そ

の
グ
ル
ー
プ
毎
の
各
単
価
に
各
年
間
使
用
量
を
乗
じ
た

も
の
を
合
計
し
た
金
額
を
上
限
と
し
ま
す
。

　
省
燃
油
活
動
等
を
通
じ
た
、
燃
油
コ
ス
ト
削
減
に
向

け
た
取
組
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。
主
な
取
組
と

し
ま
し
て
は
、
船
底
の
清
掃
・
燃
費
向
上
の
た
め
に
エ

ン
ジ
ン
の
負
荷
を
抑
え
た
減
速
走
行
・
エ
ン
ジ
ン
や
ボ

イ
ラ
ー
等
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
よ
る
燃
費
改
善
等
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

③　
省
資
源
・
利
用
効
率
化
等
支
援
事
業

補
助
金
額
：
上
限　
魚
箱
使
用
量
×
魚
箱
単
価
×
十
分

の
一
の
金
額

　
省
資
源
化
・
有
効
利
用
等
を
通
じ
た
魚
箱
等
コ
ス
ト

の
削
減
に
向
け
た
取
組
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

取
組
例
と
し
ま
し
て
は
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
や
段

ボ
ー
ル
製
の
魚
箱
及
び
、
ダ
ン
べ
・
ス
カ
イ
タ
ン
ク
等

の
共
同
購
入
・
利
用
等
で
す
。
ま
た
、
海
洋
生
分
解
性

の
魚
箱
や
温
度
管
理
可
能
な
魚
箱
の
利
用
等
も
あ
り
ま

す
。

④　
省
エ
ネ
機
器
等
導
入
支
援
事
業

補
助
金
額
：
上
限
二
千
万
円

　
省
エ
ネ
性
能
に
優
れ
た
機
器
等
の
導
入
に
要
す
る
費

用
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
主
に
、
省
エ
ネ
効
果
が
十

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
評
価
さ
れ
る
冷
凍
機
・
急
速
凍
結

機
・
製
氷
機
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
省
エ
ネ
効

果
の
あ
る
漁
船
用
エ
ン
ジ
ン
や
、
最
適
航
路
選
定
シ
ス

テ
ム
の
よ
う
に
エ
ン
ジ
ン
の
利
用
を
効
率
化
さ
せ
る
機

器
や
シ
ス
テ
ム
等
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
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本
県
は
、
国
内
煮
干
生
産
量
日
本
一
を
誇
り
、
本
会

入
札
会
を
経
て
、
全
国
各
地
へ
流
通
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
昨
年
度
と
比
べ
、
数
量
・
金
額
共
に
増
加

し
て
お
り
、
非
常
に
良
い
四
半
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。

煮干の入札会の様子

　
今
年
度
は
例
年
に
比
べ
て
水
揚
げ
時
期
の
ス
タ
ー
ト

が
早
く
、
盛
漁
期
を
迎
え
る
五
月
、
六
月
に
お
い
て
は

昨
年
度
よ
り
も
順
調
な
水
揚
げ
数
量
で
推
移
し
ま
し
た
。

し
か
し
七
月
に
入
る
と
天
候
不
良
も
多
く
時
化
等
の
影

響
で
一
時
的
に
減
少
傾
向
と
な
り
ま
し
た
が
、
八
月
は

継
続
的
に
水
揚
げ
さ
れ
た
結
果
、
四
月
か
ら
八
月
の
累

計
で
昨
年
同
時
期
実
績
の
約
一・
六
倍
増
の
水
揚
げ
数

量
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
取
扱
金
額
に
お
い
て
も
約
二・

五
倍
増
と
な
る
等
近
年
に
な
い
豊
漁
の
年
で
あ
っ
た
と

い
え
ま
す
。

　
煮
干
原
料
の
主
体
で
あ
る
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
は
昨
年

度
以
降
水
揚
げ
数
量
が
全
国
的
に
減
少
し
て
お
り
今
年

度
に
お
い
て
も
減
少
傾
向
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

マ
イ
ワ
シ
の
水
揚
げ
が
豊
漁
で
順
調
に
継
続
し
た
こ
と

や
、
年
度
初
め
の
マ
イ
ワ
シ
の
単
価
が
千
円
台
（
キ
ロ

グ
ラ
ム
）
を
超
え
た
こ
と
も
あ
り
前
年
度
実
績
を
大
き

く
上
回
っ
た
四
半
期
と
な
り
ま
し
た
。

煮干の入札会の様子

　
今
後
に
お
い
て
は
、
九
月
以
降
か
ら
秋
口
に
か
け
て

夏
場
の
盛
漁
期
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
カ
エ
リ
、
小
羽
サ

イ
ズ
の
水
揚
げ
や
十
月
以
降
の
チ
リ
メ
ン
、
更
に
秋
か

ら
冬
に
か
け
て
の
背
黒
（
中
羽
、
大
羽
）
の
水
揚
げ
に

期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
で
滞
留
し
て
い
た

流
通
も
通
常
時
に
戻
り
つ
つ
あ
り
、
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ

の
在
庫
薄
も
続
い
て
い
る
た
め
、
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の

豊
漁
を
願
っ
て
い
ま
す
。 販

売
部　
製
品
販
売
課

浜
か
ら
の
報
告
（
煮
干
編
）

浜
か
ら
の
報
告
（
煮
干
編
）
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○
製
品
販
売
課

　
当
日
は
、
煮
干
の
入
札
会
が
行
わ
れ
て
お
り
、
入
札

会
の
仕
組
み
を
説
明
し
た
後
、
実
際
に
並
べ
ら
れ
た
見

本
品
を
観
覧
し
、
品
質
の
良
し
悪
し
の
見
分
け
方
や
煮

干
が
入
札
に
か
か
る
ま
で
の
製
造
工
程
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。

○
第
二
冷
凍
工
場

　
第
二
冷
凍
工
場
で
は
、
養
殖
用
餌
料
の
凍
結
作
業
が

行
わ
れ
て
お
り
、
原
料
が
凍
結
さ
れ
る
ま
で
の
作
業
工

程
を
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ス
二
十
度
以
下

の
冷
凍
庫
に
入
り
、
凍
結
保
管
さ
れ
た
養
殖
用
餌
料
を

見
学
し
ま
し
た
。

○
長
崎
漁
港
活
魚
セ
ン
タ
ー

　
活
魚
セ
ン
タ
ー
で
は
、
実
際
に
出
荷
作
業
に
立
ち
会

い
、神
経
締
め
作
業
を
見
学
し
ま
し
た
。ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

な
工
程
に
驚
い
た
様
子
で
し
た
。
見
学
の
後
は
、
神
経

締
め
を
す
る
理
由
や
鮮
度
を
保
つ
た
め
に
必
要
な
作
業

を
説
明
し
ま
し
た
。

○
長
崎
漁
港
製
氷
工
場

　
製
氷
工
場
で
は
、
水
を
氷
缶
で
凍
ら
せ
る
作
業
か
ら

船
へ
の
積
み
込
み
作
業
ま
で
の
工
程
に
沿
っ
て
見
学
し

ま
し
た
。
貯
氷
庫
に
は
一
本
あ
た
り
百
キ
ロ
以
上
あ
る

氷
が
き
れ
い
に
積
ま
れ
て
い
る
姿
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

○
長
崎
漁
港
加
工
セ
ン
タ
ー

　
加
工
セ
ン
タ
ー
で
は
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を
取
得
し
て
い

る
こ
と
や
、
食
品
工
場
と
し
て
の
衛
生
に
関
す
る
説
明

を
行
い
ま
し
た
。
加
工
場
に
入
る
際
は
、
従
業
員
と
同

じ
工
程
で
入
室
し
た
こ
と
に
よ
り
、
衛
生
管
理
の
大
切

さ
を
実
感
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。
加
工
場
内
で
は
真

ア
ジ
の
内
臓
を
除
去
す
る
作
業
を
見
学
し
、
内
臓
を
除

去
す
る
理
由
と
効
果
を
説
明
し
ま
し
た
。

長崎漁港加工センターで説明を
受けている様子

　
本
会
で
は
、
水
産

業
界
に
少
し
で
も
興

味
を
も
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
今
後
も
職

場
体
験
・
見
学
の
受

け
入
れ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
情
報
配
信
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

総
務
指
導
部　
総
務
課

職
場
見
学
の
実
施

職
場
見
学
の
実
施

　

さ
る
七
月
二
十
七
日
に
、
職
場
見
学
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の
職
場
見
学
は
長
崎
市
内
の

高
校
生
を
対
象
に
、
本
会
の
各
事
業
所
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
五
つ
の
作
業
現
場
を
見

学
し
ま
し
た
。

本会のインスタグラム
QRコード
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本
県
漁
協
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

本
県
漁
協
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
‼‼

〇
シ
イ
ラ
ブ
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
３
（
舘
浦
漁
協
）

　
開
催
日
時
：
令
和
五
年
十
一
月
四
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
九
時
～
十
五
時

　
開
催
場
所
：
生
月
船
員
福
祉
会
館
前

　
　
　
　
　
　
（
平
戸
市
生
月
町
舘
浦
一
〇
七

－

二
）

　
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
魚
の
シ
イ
ラ
を
好
き
に
な
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
、「
シ
イ
ラ
」
と
「
ラ

ブ
」
を
掛
け
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
園
児
に
よ
る

ダ
ン
ス
や
模
擬
セ
リ
と
い
っ
た
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
や
、

来
場
者
が
釣
り
大
会
に
て
釣
っ
た
シ
イ
ラ
の
脂
質
や
体

長
を
競
う
シ
イ
ラ
ダ
ー
ビ
ー
、
平
戸
産
の
様
々
な
農
水

産
物
や
加
工
品
の
販
売
等
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
当
漁
協
で
は
令
和
三
年
よ
り
、
脂
質
の
高
い
メ
ス
の

シ
イ
ラ
を
「
と
よ
ひ
め
シ
イ
ラ
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化

し
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

〇
伊
王
島
豊
漁
祭
（
西
彼
南
部
漁
協
）

　
開
催
日
時
：
令
和
五
年
十
月
二
十
九
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
九
時
～
十
五
時

　
開
催
場
所
：
伊
王
島
馬
込
漁
港
内
特
設
会
場

　
　
　
　
　
　
（
長
崎
市
伊
王
島
町
二
丁
目
二
〇
四
七

－

二
）

　
本
イ
ベ
ン
ト
は
当
漁
協
が
中
心
と
し
て
立
ち
上
げ
た

「
伊
王
島
豊
漁
祭
実
行
委
員
会
」
が
主
催
し
、
西
彼
南

部
漁
協
区
域
、
高
島
・
伊
王
島
・
香
焼
・
福
田
地
区
の

地
域
活
性
化
及
び
魚
食
普
及
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
長
崎
市
に
位
置
す
る
伊
王
島
は
リ
ゾ
ー
ト
の
島
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
お
い
し
い
魚
が
獲
れ
る
漁

業
の
島
と
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
機
会
に
「
伊
王
島
・
カ
マ
ス
島
宣

言
」
を
行
い
、
伊
王
島
新
ブ
ラ
ン
ド
魚
「
伊
王
島
日
の

出
カ
マ
ス
」
を
Ｐ
Ｒ
し
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い

き
た
い
と
の
思
い
が
込
め
れ
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
カ

マ
ス
を
使
用
し
た
料
理
を
味
わ
え
る
飲
食
ブ
ー
ス
を
は

じ
め
、
物
販
ブ
ー
ス
、
体
験
ブ
ー
ス
等
、
様
々
な
催
し

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、十
月
二
十
九
日
（
日
）

か
ら
二
週
間
の
間
は
、
伊
王
島
近
隣
地
区
の
飲
食
店
に

お
い
て
「
伊
王
島
日
の
出
カ
マ
ス
」
を
使
用
し
た
特
別

料
理
の
提
供
が
行
わ
れ
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は

当
漁
協
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
こ
の
機
会
に
是
非
お
越
し
下
さ
い
。

総
務
指
導
部　
指
導
課

　

本
ペ
ー
ジ
で
は
本
県
漁
協
が
携
わ
っ
て
行
わ
れ
る
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
を
お
知
ら
せ
致

し
ま
す
。
今
回
は
二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
ご
紹
介
致
し
ま
す
。
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長
崎
市
野
母
崎
地
区
で
は
、
毎
年
伊
勢
エ
ビ
漁
の
最

盛
期
で
あ
る
九
月
の
一
カ
月
間
、
地
元
で
漁
獲
さ
れ
た

伊
勢
エ
ビ
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
「
長
崎
の
も
ざ
き
伊
勢
エ

ビ
ま
つ
り
」
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
で
二
十
四
回
目

を
迎
え
ま
す
。

　
期
間
中
は
特
別
価
格
に
よ
る
伊
勢
エ
ビ
の
販
売
や
、

野
母
崎
地
区
周
辺
の
飲
食
店
に
て
伊
勢
エ
ビ
を
使
用
し

た
特
別
メ
ニ
ュ
ー
が
提
供
さ
れ
た
ほ
か
、
九
月
三
日

（
日
）
に
は
長
崎
の
も
ざ
き
恐
竜
パ
ー
ク
に
て
、
小
学

生
以
下
を
対
象
と
し
た
伊
勢
エ
ビ
の
掴
み
取
り
や
味
噌

汁
の
提
供
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
晴
天
に
恵
ま

れ
た
こ
と
も
あ
り
多
く
の
人
々
が
来
場
し
て
い
ま
し
た
。

　
四
百
杯
限
定
で
提
供
さ
れ
た
伊
勢
エ
ビ
の
味
噌
汁

（
五
百
円
）
は
、
朝
九
時
か
ら
先
着
順
で
引
換
券
を
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
、
八
時
三
十
分
頃
に
は
長
蛇
の
列

が
で
き
て
い
ま
し
た
。
味
噌
汁
に
は
、
半
分
に
割
っ
た

伊
勢
エ
ビ
が
贅
沢
に
入
っ
て
お
り
、
甘
味
の
あ
る
プ
リ

プ
リ
な
身
と
濃
厚
な
ミ
ソ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
伊
勢
エ
ビ
の
掴
み
取
り
（
五
百
円
）
で
は
、

限
定
百
名
に
抽
選
す
る
た
め
に
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
が
行

わ
れ
、
会
場
は
大
い
に
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
長
崎
の
も
ざ
き
伊
勢
エ
ビ
ま
つ
り
は
毎
年
開
催
さ
れ

て
お
り
、
日
程
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
は
、
の
も
ざ
き
伊

勢
エ
ビ
ま
つ
り
実
行
委
員
会
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
で

更
新
さ
れ
て
い
ま
す
。
興
味
が
あ
る
方
は
ご
確
認
い
た

だ
き
、
長
崎
県
産
の
絶
品
な
伊
勢
エ
ビ
を
是
非
ご
賞
味

く
だ
さ
い
。

第
二
十
四
回
長
崎
の
も
ざ
き
伊
勢
エ
ビ
ま
つ
り
が
開
催

第
二
十
四
回
長
崎
の
も
ざ
き
伊
勢
エ
ビ
ま
つ
り
が
開
催

総
務
指
導
部　
指
導
課

伊勢エビの掴み取りの様子

伊勢エビの味噌汁

味噌汁に並ぶ行列
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専
長
研
修
会
は
会
員
の
技
術
の
研
鑚
を
目
的
に
毎
年

県
内
・
県
外
を
隔
年
に
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ

こ
数
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
実
施

出
来
て
お
ら
ず
、
今
回
、
三
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、

会
員
及
び
賛
助
会
員
合
わ
せ
て
十
一
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

【
㈲
丸
栄
水
産
（
北
海
道
積
丹
町
）】

�

対
応
者
：
代
表
取
締
役　
泉
澤　
　
宏　
氏

　
北
海
道
積
丹
町
の
美
国
漁
場
に
あ
る
大
型
定
置
網

（
底
建
定
置
：
水
深
約
五
十
三
ｍ
）
の
漁
場
視
察
を
行

い
ま
し
た
。　

　
視
察
初
日
の
早
朝
四
時
か
ら
第
五
十
五
清
水
丸
に
乗

船
し
古
平
港
を
出
港
し
ま
し
た
。
天
気
に
も
恵
ま
れ
ベ

タ
凪
の
中
、
約
三
十
分
走
り
漁
場
へ
到
着
し
ま
し
た
。

到
着
後
に
は
す
で
に
第
十
八
丸
栄
丸
に
て
網
持
ち
が
行

わ
れ
て
お
り
約
二
時
間
（
計
二
ケ
統
）
か
け
網
上
げ
作

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
不
漁
だ
っ
た
と
の
こ
と

で
し
た
が
、
シ
イ
ラ
、
マ
フ
グ
、
ヒ
ラ
メ
、
マ
サ
バ
、

ツ
バ
ス
等
が
入
網
し
て
い
ま
し
た
。
古
平
港
へ
帰
港
後
、

荷
揚
げ
作
業
と
合
わ
せ
て
選
別
機
及
び
従
業
員
に
て
魚

種
別
・
サ
イ
ズ
別
に
選
別
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
時

間
の
都
合
も
あ
り
最
後
ま
で
視
察
す
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
が
選
別
後
、
地
元
漁
協
荷
捌
き
所
に
て
セ

リ
が
行
わ
れ
た
と
の
事
で
し
た
。

　
今
回
視
察
を
行
っ
た
㈲
丸

栄
水
産
の
大
型
定
置
網
の
全

長
は
約
四
百
メ
ー
ト
ル
、
箱

網
の
長
さ
が
八
十
間
と
非
常

に
大
き
く
、
本
県
で
は
大
き

い
所
で
全
長
三
百
メ
ー
ト
ル
、

箱
網
の
長
さ
六
十
間
で
あ
る

為
、
規
模
の
大
き
さ
に
と
て

も
驚
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
使
用
船
舶
に
つ
い

て
本
県
で
は
Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
が
主

流
で
す
が
、
㈲
丸
栄
水
産
は

ア
ル
ミ
製
の
十
九
ト
ン
船
で

作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

長
崎
県
定
置
漁
業
協
会

『
長
崎
県
定
置
漁
業
協
会
　
専
長
会
』

『
長
崎
県
定
置
漁
業
協
会
　
専
長
会
』

��

に
よ
る
県
外
研
修
を
実
施

に
よ
る
県
外
研
修
を
実
施

　

さ
る
八
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
四
日
に
か
け
て
北
海
道
積
丹
町
に
あ
る
㈲
丸
栄
水
産
に
て
漁

場
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
札
幌
市
中
央
卸
売
市
場
の
視
察
も
行
い
ま
し
た
。

視察研修の様子
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翌
日
に
は
札
幌
市
内
に
あ
る
札
幌
市
中
央
卸
売
市
場

の
視
察
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
日
は
生
憎
休
市
だ
っ

た
為
、
場
外
市
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
北
海
道
と
い
う
土
地
柄
か
ら
か
、
ど
の
店
舗
も
タ
ラ

バ
ガ
ニ
が
先
頭
に
立
ち
並
び
、続
い
て
生
う
に
、縞
ほ
っ

け
、
ま
た
夕
張
メ
ロ
ン
、
と
う
も
ろ
こ
し
等
た
く
さ
ん

の
海
産
物
・
農
産
物
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
会
で
は
専
長
研
修
会
初
の
北
海
道
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
最
北
端
に
あ
る
北
海
道
は
本
県

よ
り
も
涼
し
く
過
ご
し
や
す
い
か
と
思
い
き
や
、
当
日

は
北
海
道
観
測
史
上
最
高
気
温
を
塗
り
替
え
る
暑
さ
と

な
り
、
歴
史
的
瞬
間
に
立
ち
会
え
た
事
と
、
地
球
温
暖

化
が
進
ん
で
い
る
事
を
肌
で
実
感
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
こ
数
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
活
動
を
控

え
て
お
り
ま
し
た
が
今
回
の
研
修
会
を
期
に
活
動
を
少

し
ず
つ
再
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
事
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
県
内
で
の
視
察
研

修
会
を
実
施
す
る
事
を
検
討
し
て
お
り
、
会
員
・
賛
助

会
員
は
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。
ま
た
、
本
協
会
の
活
動

に
興
味
を
持
た
れ
た
定
置
網
漁
業
従
事
者
の
方
等
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
事
務
局
（
県
漁
連　
購
買
課
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

札幌市中央卸売市場の様子



（9）

水
産
業
競
争
力
強
化
漁
船
導
入
緊
急
支
援
事
業

水
産
業
競
争
力
強
化
漁
船
導
入
緊
急
支
援
事
業

（
漁
船
リ
ー
ス
事
業
）
進
捗
状
況

（
漁
船
リ
ー
ス
事
業
）
進
捗
状
況

　
本
事
業
は
、
浜
の
活
力
再
生
広
域
浜
プ
ラ
ン
（
以
降　

広
域
浜
プ
ラ
ン
）
に
お
い
て
中
核
的
漁
業
者
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
た
漁
業
者
（
五
十
五
歳
以
上
は
後
継
者
が

必
要
）
に
対
し
、
広
域
浜
プ
ラ
ン
に
定
め
ら
れ
た
競
争

力
強
化
の
取
組
を
実
践
す
る
た
め
に
必
要
な
漁
船
の
導

入
を
支
援
す
る
も
の
で
、
一
隻
当
た
り
の
助
成
額
上
限

は
三
億
円
（
令
和
四
年
十
二
月
一
日
以
前
の
助
成
額
上

限
は
二
億
五
千
万
円
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
あ
く
ま

で
漁
船
の
更
新
を
目
的
と
し
て
お
り
、
増
隻
と
な
る
場

合
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
）

　
導
入
対
象
の
漁
船
は
、
中
古
船
が
基
本
と
な
り
、
改

修
費
用
等
も
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
漁
業
者
の
希
望
す

る
中
古
船
が
見
つ
か
ら
な
い
等
の
場
合
、
新
船
を
建
造

す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
事
業
実
施
者
は
、
広
域
浜
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た
各
種

取
組
み
に
よ
り
、
個
人
経
営
の
場
合
は
、
五
年
以
内
に

漁
業
所
得
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
向
上
、
ま
た
、
法
人

経
営
の
場
合
は
償
却
前
利
益
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
向

上
を
目
標
と
し
て
、
当
該
目
標
の
達
成
を
目
指
す
も
の

で
す
。

　
こ
の
他
、
実
施
要
件
と
し
て
事
業
実
施
者
は
漁
船
保

険
（
付
保
率
百
パ
ー
セ
ン
ト
）、
漁
業
共
済
（
積
立
プ

ラ
ス
）、
漁
業
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
、
団
体
信

用
厚
生
共
済
へ
の
加
入
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
二
十
七
年
度
補
正
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
本
事
業

は
、
今
年
で
八
年
目
を
迎
え
て
お
り
、
本
県
に
お
い
て

は
二
十
七
年
度
補
正
で
二
十
三
隻
、
二
十
八
年
度
補
正

で
三
十
三
隻
、
二
十
九
年
度
補
正
で
三
十
三
隻
、
三
十

年
度
補
正
で
二
十
七
隻
、
令
和
元
年
度
補
正
で
十
隻
、

令
和
二
年
度
補
正
で
十
三
隻
、
令
和
三
年
度
補
正
で
二

隻
の
合
計
百
二
十
隻
の
交
付
決
定
を
受
け
て
お
り
、
現

在
百
四
十
一
隻
が
完
成
し
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
三
年
度
補
正
及
び
令
和
四
年
度
補
正
分
に
つ
い

て
は
、
現
在
承
認
に
向
け
て
、
作
業
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
落
ち
着
き
を

見
せ
て
お
り
ま
す
が
、
水
産
業
界
は
非
常
に
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
申
請
さ
れ
た
漁
業
者
が
本
事

業
で
導
入
す
る
漁
船
を
一
日
で
も
早
く
使
用
で
き
る
よ

う
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
、
本
協
会
と
し
ま
し

て
も
、
長
崎
県
及
び
漁
連
、
信
漁
連
を
は
じ
め
と
し
た

系
統
六
団
体
と
連
携
し
、
本
事
業
を
活
用
し
た
漁
船
の

導
入（
更
新
）に
よ
り
、
持
続
可
能
な
収
益
性
の
高
い
操

業
体
制
へ
の
転
換
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
般
社
団
法
人　
長
崎
県
漁
船
リ
ー
ス
協
会

漁船リース事業で導入した漁船
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農
林
水
産
省

長　
崎　
県

　
令
和
五
年
十
一
月
一
日
現
在
（
流
通
加
工
調
査
は
令
和
六
年
一
月
一
日
現
在
）
で
「
２
０
２
３
年
漁
業
セ
ン
サ
ス
」

を
実
施
し
ま
す
。「
漁
業
セ
ン
サ
ス
」
は
、我
が
国
漁
業
の
生
産
構
造
、就
業
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、漁
村
、

水
産
物
流
通
・
加
工
業
な
ど
の
漁
業
を
と
り
ま
く
実
態
と
変
化
を
総
合
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
統
計
法
に

基
づ
い
て
五
年
ご
と
に
行
う
全
国
的
な
調
査
で
、
一
九
四
九
年
（
昭
和
二
十
四
年
）
に
第
一
回
目
を
実
施
し
て
か
ら
、

今
回
で
十
五
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
農
林
水
産
省
等
が
水
産
施
策
を
企
画
・
立
案
す
る
た
め
の
重
要
な
指
標
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
公
表
し
、
一
般
の
方
に
も
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
十
月
中
旬
（
流
通
加
工
調
査
は
一
月
上
旬
）
か
ら
、
郵
送
ま
た
は
、
調
査
員
が
漁
業
関
係
者
の
方
々
を
訪
問
し
ま

す
の
で
、
調
査
票
に
漁
業
の
操
業
状
況
な
ど
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
回
答
も
可
能
で
す
。

　
調
査
結
果
は
、
統
計
を
作
成
す
る
た
め
だ
け
に
使
わ
れ
、
統
計
調
査
員
や
調
査
関
係
者
が
、
個
人
の
調
査
内
容
を

他
に
漏
ら
し
た
り
、
課
税
等
そ
の
他
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
法
律
で
厳
し
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
漁
業
セ
ン
サ
ス
」は
、漁
業
の
現
状
を
知
り
将
来
を
考
え
る
た
め
の
大
切
な
調
査
で
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
問
い
合
わ
せ
先

�

九
州
農
政
局
長
崎
県
拠
点
統
計
チ
ー
ム　
　
電
話　
０
９
５
（
８
４
５
）
６
２
４
６

�

長
崎
県
県
民
生
活
環
境
部
統
計
課　
　
電
話　
０
９
５
（
８
９
５
）
２
２
２
６

２
０
２
３
年
漁
業
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

２
０
２
３
年
漁
業
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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URL https://seibunsha.jp

（有）正文社印刷所
〒850-0874　長崎市魚の町６番６号

TEL（095）826-0211　FAX（095）825-0538







お問い合わせは、長崎県漁連 購買課まで　TEL  095-829-2418～2420

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
！

わ
ず
ら
わ
し
さ
と
窮
屈
さ
か
ら
解
放
！

ベ
ス
ト
感
覚
で
着
れ
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

常
時
着
用
型
救
命
胴
衣（
自
動
膨
張
式
）

反射リフレクター
エアー吹入補充バブル
ホイッスル
炭酸ガスボンベ
手動レバー



漁協は、ＪＦグループへ。

ＪＦブランド商品

漁船用エンジンのための最高級オイル。
〈エンジンオイル〉
　大漁スーパー
　大漁ロイヤル
　大漁ＬＬ
〈油圧作動オイル〉
　大漁ハイドロスーパー
〈冷凍機オイル〉
　大漁ベストクール

海には、ＪＦマークの商品を。
　

問い合わせ先　　　ＪＦ全漁連　購買事業部　石油第２課　　TEL　03-6222-1323
ＪＦ長崎漁連　購 買 課 TEL　095-829-2419

ＪＦグループ



発
行
／
長
崎
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
　
長
崎
市
五
島
町
二
番
二
十
七
号
　
電
話
（
八
二
九
）
二
四
一
三
　
〒
八
五
〇–

〇
〇
三
六

年
間
購
読
料
二
、〇
〇
〇
円
　
会
員
の
購
読
料
は
会
費
に
含
む

「ギョレンオイル大漁」
発売から50年

中・小型漁船の高速エンジン用（SAE30、40、15W-40）

大・中型漁船の中・低速エンジンオイル（SAE30、40）

大・中型漁船の長期航海用（30、40）
小型高出力エンジン用のロングライフオイル（15W-40）

耐荷重性に優れた漁船用油圧作動油（ISO VG32、46）

陸上冷凍装置から遠洋漁業の超低温冷凍装置まで
（ISO VG32、46）

「ギョレンオイル大漁」は、漁船で使用される機
械とその使用条件を考慮して定めた規格に合わせ
て開発した、漁船のためのエンジンオイルです。


